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Akifumi YAMAJI自分のオリジナリティは何か？
原子力の研究は広い意味では物理学の研究ですが、燃料・材料、伝熱流動、プラント制御、計算科

学など、幅広い学問領域が関わってきます。それらの境界領域に新しい原子炉の概念や安全の考え方

のヒントがあるのではないかと考えて、「総合理工学」として原子力研究に取り組むことを重視してい

ます。

このように考えるようになったきっかけに、前職での経験があります。OECDの専門機関である原

子力機関（Nuclear Energy Agency; NEA）に3年間勤め、国際プロジェクトや実験データベースの

作成、原子炉システムの作業部会等をとりまとめました。私の役割はNEAのTechnical Secretariat

として議長と二人三脚で、各国の代表者が提案する課題の「境界」を見定めて国際協力の枠組みで取り

組むべき課題に参加者が合意できるようにとりまとめることでした。専門的知見は必須でしたし、経

験やスキルを含めて自分のオリジナリティや存在意義を意識するようになりました。「国際機関」とい

う肩書きに頼るのではなく、自分自身の言葉に耳を傾けてもらうことが必要だったのです。とはいえ、

まず「舞台に上がる」ためには肩書きが必要で、Ph.D.は世界共通で通用する肩書きの一つです。また、

国際機関では、一人、一組織、一国では成しえないことに取り組んでいますから、周囲との協調、感

謝を忘れてはいけないということも強く感じたことですね。

国際機関の職員は各機関のHP等で文字通り国際的に公募されていますが、日本人は本当に少数で

す。学位取得後すぐに応募できるポストもあります。もっと日本人職員が増えて、世界での発言力を

増していけると良いですね。

失敗から学び、成功につなげてほしい
学生に、学会や論文の要旨を書いてもらうと、どこが自分の成果なのかはっきりしない、漠然とし

た内容になっていることが多くあります。知識に対して自信がないと論調が弱気になってしまうよう

で、学年が上がり、知識や経験を積むことで、どんどん本物の研究論文を書けるようになっていきま

す。学生には、広い研究分野の中で、自分の手足と頭を使って取り組んだ部分については世界中の誰

よりも自分が良く知っている、という自信をもって社会に出てほしいと思っています。そのためには

多くを学び、自分の頭で考える訓練も必要です。その原動力は「成功体験」だと思います。一つの失敗

からできるだけ多くを学び、たくさんの成功体験を得てもらいたいですね。成功を実感できると、さ

らに自ら挑戦したくなってくるものです。

謙虚さと夢とを持って
資源を持たない日本は、平和的な技術立国を目指しているものと思います。そのために今、原子力分

野で必要なことは、福島の失敗から学び、もう一度世界から学び直す謙虚さと、夢を持って、閉じこも

ることなく外に出ていき、世界を味方につけることから、次の一歩が始まるのではないでしょうか。

本プログラムに参画している学生は、エネルギー・ネクスト実現のために取り組むべき「従来研究の

境界にある新しい課題」に一番近いところにいます。未知の課題に正面から取り組んで、失敗を恐れ

ず新たな成功体験をドンドン積み上げていきたいですね。

先進理工学研究科 共同原子力専攻 専任講師。東京大学大学院工学系研究
科システム量子工学専攻修了。博士（工学）。（独）日本原子力研究開発機
構研究員、経済協力開発機構原子力機関（OECD/NEA）Nuclear Scientist
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学生の活動1

台湾企業TECO Electric and Machineryが主催するグリーンテクノロジー技術の国際コ

ンテスト「TECO Green Tech Contest」に、早稲田大学の代表として本間敬之教授率いるプ

ログラム履修生チームが出場しました。

イギリス、ドイツ、ロシア、ス

ウェーデン、中国、シンガポール、

日本の各国名門大学の代表20チー

ムが競い、本プログラム履修生

チームが提案した「Zn Batteries 

for Voltage Control in Power 

Distribution System: Scalable 

and Low-cost Approach」は 見

事Best Originality Award を受

賞しました。

　本プログラムでは毎年北京大学と

ジョイントワークショップを開催して

います。3回目となる今年度は、本プロ

グラムのLD1年生5名が北京大学を訪問

し、北京大学からは多様な研究室から大

学院生6名が参加しました。双方の学生

による研究紹介と熱心で活発な質疑応答

の後、学生達で話し合い、大学混成4チー

ムを作り、将来の研究コラボレーション

の可能性について共同提案しました。

本プログラムではQE通過後の学生を対象に、海外大学・研究機関での実習と国内外の企業・国際機関での

インターンシップ（各3 ヶ月）を必修科目として設置しています。LD3−5年生述べ31名の派遣先機関と、

学生の声を紹介します。

TECO Green Tech Contest 2016

北京大学とのジョイントワークショップ

海外研究期間実習・インターンシップ実施状況
2016年8月23日（火）　台湾 National Taiwan Science Education Center

2017年2月19日（日）−21（火）　北京大学

■海外研究機関実習
〈実績〉
UCLA（米）、ロチェスター大学（米）、マサチューセッツ大
学（米）、インペリアルカレッジ（英）、ボン大学（独）、テネシー
大学（米）、モナシュ大学（豪）、KAUST（サウジ）、シンガポー
ル国立大学（星）、他海外15大学

〈学生の声：後輩学生へのお勧めポイント〉
●世界で有名な先生のもとで研究できるチャンス。コネクション形成にも役立つ。
● このプログラムの目玉なので存分に楽しむべき。自分の研究の延長ではなく、多少専門と違う分野の研究

室を選ぶことも一つの選択肢とするべきだと思う。
● 専門性のみならず、自分を総合的に自己評価できる良い機会となる。インターナショナルという言葉の敷

居をあまり感じなくなる。
●現地の人の生活にまで溶け込めるとコミュニケーション向上に大変役立つ。

■企業インターンシップ
〈実績〉
P&G（米）、ブリヂストン（米）、BASF（独）、シーメンス

（独）、OECD/NEA（仏）、IAEA（墺）、EPRI（米）、AMS
（墺）、日立ハイテクノロジーズ（日）、サントリー（日）、
他11企業

〈学生の声：後輩学生へのお勧めポイント〉
● バックグラウンドも世代も違う技術者とコミュニケー

ションを取りながら研究を推進する経験ができる。
● 大学で学んだ知識や研究の進め方と、企業でのそれが別物であることを実感する良い機会。ビジネス視点

で研究ができ、これからのキャリアについて考えることができる。
● 専門とは違う分野の研究もやらせてもらい、幅広い視野を身につけることができる。
● 派遣先により学ぶことが大きく変わるので、その点も考慮して積極的な姿勢で取り組むべき。人生観が変わる。

▲1期生矢部君のOECD/NEAでのインターン
シップの様子

▲2期生池田さんのUCLAでの研究機関実習の様子


